
平成３０年１０月１０日（水）

下宮ばら教室代表 飯沼 忠雄

放課後子ども教室

『下宮ばら教室』 について



「下宮ばら教室」がスタートした背景
平成19年度 放課後子ども教室「白鳩教室」が他の小学校区で開設
・背景：その校区には、放課後児童クラブが設置されていなかった。
・目的：子どもの居場所づくり、地域住民とのふれあい、子どもた

ちの安全確保を図る
・平成28年度まで、放課後子ども教室は「白鳩教室」 １教室のみ。

平成29年度「下宮ばら教室」がスタート

自治会の１つである下宮区では、放課後子ども教室の活動に興味を
持ち、区の子どもが通う神戸小学校区でも放課後子ども教室を開設
できないか検討。これに多くの区民の方が参加してくれることにな
り、教育委員会と協議を重ねた結果、平成２９年度より、軽スポー
ツや文化芸術活動、地域住民との交流活動等の機会を提供すること
により、子どもたちの安全・安心な居場所をつくり、地域ぐるみで
子どもたちを心豊かで健やかに育む環境をつくる目的で「下宮ばら
教室」を開設。



下宮ばら教室参加者募集要項
1.趣 旨
地域の方々の参画を得て、軽スポーツや文化芸術活動、地

域住民との交流活動等の機会を提供することにより、子ども
たちの安全・安心な居場所をつくり、地域ぐるみで子どもた
ちを心豊かで健やかに育む環境をつくる。

2.実施期間

平成３０年４月中旬～３１年３月までの月曜日

（年25回程度）（夏･冬･春休みを除く）

午後３時３０分から１時間程度

（※季節や活動内容により終了時間が異なる場合あり。）

3.実施場所

下宮区公民館、町民体育館、中央公民館 など

4.参加対象及び定員

神戸小学校の１～６年生までの希望する児童(定員３５名)

（ただし、神戸小学校から下宮区公民館までの沿線上に通学路がある児童）



5.参加費用

年間：８００円（放課後子ども教室開催期間中の保険料）

6.活動内容

体験：農業（さつまいも・スイカ・大根・人参等）

しめ縄作り など

科学：空気砲・３Ｄ立体写真・ふしぎなコマづくりなど

スポーツ：ドッジボール・ドッヂビー・なわとび など

遊び：かるた・トランプ・将棋 など

※放課後児童クラブ（ひまわり児童クラブ）を利用する

児童（１～４年生）も参加可能。

※申込状況や教室のお知らせ（台風接近による休室等の

お知らせ）については、「神戸町安心・安全・情報

メール」を利用
※この教室は、勉強を教えたりする教室ではありません。
あくまでも子どもたちを見守るための教室です。



★「放課後子ども教室」と「放課後児童クラブ」

放課後子ども教室 放課後児童クラブ

趣 旨

すべての子どもを対象として、安全・安心
な子どもの活動拠点（居場所）を設け、地
域の方々の参画を得て、学習やスポーツ・
文化芸術活動、地域住民との交流活動等の
機会を提供する。

共働き家庭など留守家庭の小学校に就学してい
る児童に対して、放課後に適切な遊びや生活の
場を与えて、その健全な育成を図る。

所 管 文部科学省 厚生労働省

指 導 者 地域の協力者等 放課後児童支援員等（専任）

開 催 日 数

各地域の実情に応じて
平成２９年度実績
・白鳩教室 －年３３回実施
・下宮ばら教室－年２９回実施

原則として長期休暇を含む年間２５０日以上

神戸町の教室
※（ ）内は校区

白 鳩 教 室 （下宮小）→平成19年度より
下宮ばら教室（神戸小）→平成29年度より

ひまわり児童クラブ （神戸小）
つくしんぼ児童クラブ（北小）
なのはな児童クラブ （南平野小）
い ぶ き 児 童 クラブ （下小）



平成29年度（初年度） 下宮ばら教室 実施内容一覧

1 4 24 開級式、オリエンテーション

2 5 1 神戸山王祭りの講話（映像あり）、神輿体験

3 5 15 農業体験（スイカ苗植え、花の種まき）

4 5 22 科学教室（静電気）

5 6 5 大縄跳び、ジャンケン列車

6 6 12 農業体験（花苗のポット移植、サツマイモ苗植え）

7 6 19 ケンケンパ、大玉転がし

8 6 26 七夕短冊作り

9 7 3 七夕飾り作成

10 9 4 農業体験（大根・人参種植え）

11 9 11 玉入れ、大玉転がし

12 9 25 科学教室（びっくり！ふしぎなコマづくり）

13 10 2 神戸町役場見学（議場見学ほか）

14 10 16 皿回し、フラフープ

15 10 30 農業体験（大根・サツマイモ収穫）

回 月日 教室内容



16 11 6 科学教室（空気砲）

17 11 20 ソフト野球

18 11 27 手品、マジック、ゲーム等

19 12 4 農業体験（大根・人参収穫、チューリップの球根植え）

20 12 11 しめ縄作り①

21 12 18 しめ縄作り②

22 1 15 トランプ

23 1 22 スポーツ

24 1 29 科学教室（３Ｄ立体写真）

25 2 5 折り紙（祝い鶴、紙鉄砲）

26 2 19 救急法

27 2 26 新聞で製作（防災グッズ）

28 3 5 ソフト野球

29 3 12 一年の反省

回 月日 教室内容



※ 下宮ばら教室について

下宮ばら教室
運営委員
６名

下宮ばら教室
地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
（下宮区長）

１名

下宮ばら教室
教育活動推進員

代表
１名

下宮ばら教室
地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

2名

事務局
生涯学習課長
放課後子ども

教室担当
2名

※下宮ばら教室運営委員会
年１回開催

(事務局除き1人謝礼:1,500円)

※下宮ばら教室講師： 32名
(有償ボランティア 23名)

・地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ３名
(830円/1h)

・教育活動推進員 ５名
(830円/1h)

・教育活動ｻﾎﾟｰﾀｰ 15名
(760円/1h)

（無償ボランティア 9名）

【※平成29年度従事者名簿より】



平成29年度（初年度） 下宮ばら教室アンケート結果

【保護者分】

①教室を開室して８か月が経ちました。お子さまを参加させてみて、いかがでしたか？

②来年も教室にお子さまを参加させたいと思いますか？

③今後、どのような活動を希望しますか？

良かった(58％) まあまあ(37％)

 ↳良くなかった
　(5％)

 ↳今年度と違う活動
　(13％)

参加させたい(61％) 分からない(33％)

　↳参加させたくない
　 (8％)

今年度と同じような活動(87％)

【児童分】

①下宮ばら教室は楽しいですか？

　↳楽しくない(7％)

②おうちの人や友だちに教室のことを話しますか？

　↳話さない(8％)

楽しい(74％)
わからない

(19％)

話す(54％) あまり話さない(38％)



アンケート結果から

・「下宮ばら教室は楽しい」 ･･･74％

・「教室に子どもを参加させて本当に良かった」･･･58％
・「 〃 まあまあ良かった」･･･37％

・「来年度も教室に子どもを是非参加させたい」･･･61％

【理 由】
・年間計画がしっかりしており、毎回家庭ではできない貴重
な経験・体験ができ充実した活動がされていて素晴らしく、
携わっている方々に感謝している。

・帰宅すると、子どもが目を輝かせてその日のやったことを
話してくれる。

・子どもたちにとって、大変貴重な機会となっているので、
来年度も是非引き続き実施してほしい。等



一方で・・・

・「下宮ばら教室は楽しいですか？」 →

約7％の子どもが「楽しくない」と回答

・「来年度も子どもを参加させたいと思いますか？」 →

約8％の保護者が「参加させたくない」と回答

【理 由】

・高学年は15時下校が月曜だけなので、毎週は少ししんど

い。隔週くらいだと楽しみに行けるのではないか。

・子供はとても楽しく下宮ばら教室に行っている。ただ、

1年生ということもあり、毎週月曜日にあると宿題がなか

なかできないので、回数を減らすか、時間を短くしても

らえるとばら教室が終ってから宿題をやるのが楽になる

かなと思う。等



平成29年度 「下宮ばら教室」の実支出額内訳

× ＝

× ＝

× ＝

× × 1回 ＝

× 18人 =

  

節（細節）
金　　額

(補助対象経費)
説　明　（　積　算　）

報　償　費

・地域コーディネーター 830円 120.0時間 99,600円

358,815円 ・教育活動推進員 830円 72.5時間 60,175円

(353,735円) ・教育活動サポーター 760円 254.0時間 193,040円 5,080円

・運営委員謝金 1,500円 4人 6,000円

うち対象外経費

消 耗 品 費
150,042円 ・運営（事務用品費） うち対象外経費 8,289円

(118,704円) ・教室（教材・消耗品費） 130,950円 うち対象外経費 23,049円

19,092円

役   務   費

・保険料 800円 従事者

(22,858円) ・振込手数料   

23,338円 5,100円

14,400円

324円

・教室運営郵便料 3,514円 うち対象外経費 480円

使   用   料
13,800円 ・施設使用料

   (光熱水費等含む)
300円 × 2時間

(13,800円)
× 23回 ＝ 13,800円

(国1/3･県1/3･町1/3) ≒ 339,000円
(509,097円)

合          計
545,995円

※補助対象経費 509,097円 × 2/3



＜ 平成２９年度（初年度） 下宮ばら教室の活動 ＞

・参 加 児 童：２８名（出席者平均２０名）
・活 動 回 数：２９回実施
・指 導 者 等：従事者２３名＋ボランティア９名

神戸町役場見学（議場見学ほか)



山王まつりの講話（映像あり）と神輿体験



農業体験(スイカ苗植えから収穫まで)



農業体験(大根・人参種植えから収穫)



七夕（歌、短冊、飾り）



しめ縄作り



科学教室（静電気・空気砲）



軽スポーツや遊び



マジック・皿回し



１. 緊急時に備えたマニュアル

緊 急 連 絡 先

事件・事故
発生

・けが・急病・火災 ⇒ 消防１１９番
・不 審 者 ⇒ 警察１１０番

通報手順 ①通報者の氏名
②活動場所
③何が起きたのか
だれが､いつ､どうした･どうなっている

※事故発生後すぐに保護者へ連絡をしてください！

保護者 別紙参加者一覧表参照

神戸町教育委員会 ２７－３１１１（内線１８２）

神戸小学校 ２７－２０１７

神戸交番 ２７－２２０２

病院 別紙加入申込書記載の主治医



けが・急病 応 急 手 当
他の指導者への連絡

２.けが・急病時の対応マニュアル

重度の場合

救急車 119番

他の子どもの対応救急車の同乗 保護者の連絡

※同時並行で

軽度の場合

保護者への連絡 経過観察

病院の受診 直接又は連絡帳等に

よる保護者への連絡緊急対応後

医療機関への事故

発生時の状況説明

事故状況の確認

教育委員会への速報

診断結果の確認

※診断結果の確認・連絡

・当日の事業終了後：記録の作成



３.不審者対応マニュアル
※基本は子どもの安全確保・複数対応

不審者の侵入
子どもの安全確保

他の指導員への連絡

指導員自身の安全を確保しながら退去するように求める

※同時並行で

複数で対応

子どもから隔離できる場所への誘導（駐車場等）
110番通報

負傷者が出た場合
暴力行為を働く場合

119番通報応急手当大声で応援を求める

近くにあるイスなどで防御

事態が沈静化した後
・保護者への連絡・説明と子どもの引き渡し
・関係機関への連絡、記録の作成



４.災害（地震・火事等）時の対応マニュアル

災害の発生 直ちに活動停止

子どもの招集

人数の確認

避難場所への避難
火災の場合

119番通報 初期消火

けがの有無の確認

保護者への連絡・引き渡し



事件・事故記録用紙

記 録 者 氏 名 記 録 日 平成 年 月 日（ ）

発 生 日 時 平成 年 月 日（ ） 時 分頃

子ども教室名
放課後子ども教室

下宮ばら教室
開催場所 下宮区公民館

内

容

・だれが、どのようなことが起きたか記入してください。

発
生
場
所

下宮区公民館

対

応

・どのように対応したか時間経過を追って記入してください｡



ご清聴ありがとうございました。


